
                        

  防災世界子ども会議（NDYS）
 阪神・淡路大震災 15 周年事業 

NDYS2010 プロジェクト 募集要項 
ユネスコ認定プロジェクト

テーマ：防災と気候変動  期間：2009 年 9 月～2010 年８月  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんの学校も、参加されませんか？ 参加(登録)すると 

実践プログラム：グローバル災害安全マップをつくろう！ 

◇１－５ができます！ 

１．海外の学校と交流をはじめることができます。 

２．世界の防災学習の取り組みを共有できます。                      

３．トルコで開催予定の国際会議への参加資格が得られます。 

４．インターネットテレビ会議やフォーラムなどの交流サポートツールが使えます。 

５．プロジェクトの修了証が授与され、希望者には、大学進学への推薦状を発行します。 

◇ ６－８をしていただきます！ 

６．実践プログラム(.災害安全マップづくりとキッズ防災バッグづくりと NDYS テディベア交流)のいず

れか、または、どちらも実践する。 

７．交流サポートツール（フォーラムなど）にメッセージを書き込む。 

８．プロジェクトの実践報告書を提出する。 

◇ NDYS2010 プロジェクトの最後のまとめに「防災世界子ども会議 2010 inトルコ」があります！ 

世界大会には、渡航費のみの費用で参加できます。（日程：2010 年８月２３日より２７日） 

     （ＮＤＹＳトルコ実行委員会負担: 会議参加費、会議中の宿泊費及び食費） 

     （個人でトルコを観光される費用は自己負担となります） 
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防災世界子ども会議実行委員会 



 
 

■ 防災世界子ども会議（Natural Disaster Youth Summit NDYS）とは？ 

防災世界子ども会議は、インターネットをはじめとする ICT(情報コミュニケーション技術)を活用して世界の教室をつな

ぎ、国際交流を通して、防災の「知恵」や災害から学んだ「教訓」を共有し、学びあい、地球規模の防災協働学習を推進

するプロジェクトです。1 年ごとにテーマを決め、半年間のネット上の協働学習の後に、成果発表としての防災世界子ど

も会議を開催。そのミッションは、国境を越えた防災教育を通して、国際的な視野での防災意識を共有しながら、地球時

代のそれぞれの地域の減災社会づくりに取り組むこと。そして持続可能な開発を可能にする社会づくりに連携・協力して

取り組むことです。このため、ネットワークづくりを進めています。 

■ NDYS のはじまり  

阪神・淡路大震災から 10 年を機に、ひょうごの子どもたちが核となり、大震災の経験や教訓を世界の子どもたちに伝え

よう、未来に活かそうという思いから始まりました。世界の教師の組織、iEARN（アイアーン）のプロジェクトとしてス

タート。2005 年 3 月、神戸・淡路島で開催した「防災世界子ども会議 2005 iｎひょうご」を成功させました。以来、

2006 台湾、2007 愛知県、2008 トリニダード・トバゴ、2009 台湾で開催してきました。NDYS2010 は、大震災

から 15 年の節目を迎えるにあたり、阪神・淡路大震災 15 周年事業として実施します。

■ 世界を回る NDYS  - ひょうご・神戸から広がる防災教育の輪 – 

第 6 回『防災世界子ども会議 2010 

in トルコ』の WEB ページ 

 
http://www.ndysturkiye.com/ 

 

阪神・淡路大震災の発生地、ひょうごを出発点として、災害被災地や災害が予想される国・地域を回り。実際に顔を会わ

せて会議をもちます。2010 年 8 月にはトルコ・ブルサ、2011 年にはフランス・パリ、ユネスコ本部で会議を開催予

定。これまでに、３８カ国・地域、延べ約５，０００人の子どもたち、教師、ボランティアが参加し、ネットワークを拡

げています。 

■ これまでの活動の成果    -コミュニケーションが命を救う！- 

１．インターネットをはじめとするＩＣＴが、コミュニケーションの大きな役割を果たし、若い人たちの問題意識とリー

ダーシップを引き出すことを可能にしていることがわかりました。これまでの活動を通して、若い世代の防災教育の

リーダーが育っています。また、『コミュニケーションが命を救う！』という NDYS の精神が浸透しつつあります。 

２．プロジェクトに参加することで、世界にはさまざまな災害が発生し、多くの大切な命が失われている現実を見つめ、

地域に限定するのではなく、地球規模で防災を考えるようになりました。この地球規模の視点が、防災と環境、防災

と気候変動などの地球規模の深刻な課題を、共に考え、連携・協力して行動にうつすことを可能にしています。 
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http://ndys.jearn.jp/ja/ndys_vcwww.html
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■ NDYS20１０のテーマは、「防災と気候変動」です。 

1. どんな自然災害が世界では起こっているのか。 

2. 自然災害が多発・進化しているのは、気候変動とどのような関係があるのだろうか。 

3. どんな努力が防災のためになされているのか。 

など、世界中の各地からの防災意識向上の声を集めます。そして、世界の子どもたちの考える「防災と気候変動」を

学習します。 

■ NDYS20１０のスケジュール （案）  

 

 実践プログラム 

メインプログラム サブプログラム 

 

災害安全マップづくり キッズ防災バッグづくりと

NDYS テディベア交流  

 

ディスカッション 

（環境への関心高めて） 

8 月 参加登録、プロジェクト準備（9 月以降も登録を受け付けます）  

9 月 プロジェクト開始 

過去の災害の被害や、災害の起こる仕組

みについて調査する。 

学校周辺地域を調べ、危険な箇所、安全

な箇所、未来に保存した居場所などを調

べる。 

災害の被害を未然に防ぐ方法を考える。

 

交流校マッチング 

 

「キッズ防災バッグ」づくり 

テディベア、自己紹介、 

学校紹介、写真を撮る 

10 月 災害安全マップづくり 

途中経過をフォーラムに報告 

テレビ会議（随時） 

フォーラムで紹介する。 

フォーラムへの書き込み 

交流相手校へ郵送 

11 月～ 

12 月 

フォーラムで災害安全マップについて

テレビ会議 11 月 22 日（日）予定 

質問などし、交流する。 

発表用プレゼンテーション作成 

相手校からの NDYS テディベ

アを受け取る。 

メッセージを交換する。 

テーマ：「防災と気候変動」

 

自己紹介をする。 

意見をインターネットフ

ォーラムに書き込む 

 

インターネットテレビ会

議 

地球温暖化を防ぐ手立て、

自分たちのできることを

考えリストを作る。 

 

 

作成したリストをコミュ

ニティに配布紹介する。 

2010 年

1 月 

◎ 防災世界子ども会議フォーラム 1 月 24 日(日) 人と防災未来センター（神戸） 予定 

テーマ：防災と気候変動  インターネットテレビ会議を通した世界の子どもたちの取り組み成果発表、

パネルディスカッション（発表資料や災害安全マップの写真を NDYS 本部事務局に送る。） 

２月～3 月 1)「防災世界子ども会議 2010in トルコ」のプレゼンの準備をする。   

2) 「防災世界子ども会議 2010in トルコ」にむけて、それぞれの学校で

成果物（ウエッブ、プレゼンテーション、ポスターセッションなど）を完

成させ。成果物をウエッブ上で公開する。          

インターネットテレビ会議

やフォーラムで意見交換な

どの交流を行う。  

8 月 ◎ 防災世界子ども会議 2010 in トルコ  

テーマ：防災と気候変動    会期：2010 年 8 月 23 日―27 日 予定  

会場：ウルダグ大学, ブルサ、トルコ( Uludağ Universtity, Bursa, Türkiye)  

 



 

 

■ 交流サポートツールを紹介します。 
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プロジェクト全体への参加フォーム 

1.名前（フリガナ） 

2.メールアドレス 

3.職責・担当教科 

4.学校名・勤務先名 

5.ホームページアドレス（任意） 

6.学校・勤務先電話、ＦＡＸ番号 

7.学校・勤務先住所 

8.参加する生徒の学年（年齢） 

9.参加人数 

10.インターネット環境について 

11.このプロジェクトに期待すること（任意） 

 

○ インターネットテレビ会議 

リアルタイムでのコミュニケーション活動を通

して、お互いのことを知り、学び、楽しく協働

学習をすすめています。 

NDYS フォーラム２００９のクレジット 

共催：財団法人 ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 国連教育科学文化機関（ユネスコ） 

神 戸 大 学  海 事 科 学 部 附 属 国 際 海 事 教 育 研 究 セ ン タ ー  京 都 大 学  大 学 院 地 球 環 境 学 堂  国 際 環 境 防 災 マ ネ ジ メ ン ト 論 分 野

特別協力：NICT(独立行政法人 情報通信研究機構) 言語グリッドプロジェクト  後援：内閣府 外務省 文部科学省 国土交通省国土地理院  

兵庫県 神戸市 兵庫県教育委員会 ひょうご e-スクールコンソーシアム 神戸市教育委員会 兵庫県私立中学高等学校連合会  

国際防災復興協力機構(IRP)事務局 アジア防災センター（ADRC）国際連合地域開発センター（UNCRD）兵庫事務所 (社)日本教育工学振興会他

NDYS 本部事務局： 〒６５１－００７３ 神戸市中央区脇浜海

岸通 1－5－1 ひょうご国際プラザ活動支援室気付       

NPO 法人  グローバルプロジェクト推進機構 JEARN 事務所内

TEL & FAX: ０７８－８６２－８２８８  

E-mail:  ndys@jearn.jp    

○ インターネットフォーラム

ネットワーク上の掲示板です。 

共通言語は英語で、情報交換が 

活発に行われています。 

 

■ お申し込み方法                                ・    

参加ご希望の学校は、下の参加フォームを添えて、NDYS 本部事務局まで、E メールまたはファックスにてお申し込みくだ

さい。締め切りは、2009 年 8 月末日です。詳しくは WEB ページ URL: http://ndys.jearn.jp/をご覧ください。

 
○ 言語グリッド 人と防災未来センターで、複数の国・地域と

同時接続しながらコミュニケーションを進行 テレビ会議のチャットやフォーラ

ムに自国語で交流ができるので、

コミュニケーションが円滑に行わ

れています。 

「防災世界子ども会議フォーラム２００９」のクレジット 


